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6. 事業事前評価表 
 
1. 協力対象事業名 

中華人民共和国 漢江洪水予警報機材整備計画 
2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 
(1)我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 

我が国は、1979年の大平総理（当時）訪中の際、中国の近代化努力に対して我が国とし
てできる限りの協力をすることを表明して以来、積極的に経済協力を推進してきており、
中国は我が国援助の最重点国のひとつに位置付けられている。現在、我が国は以下の点を
踏まえて中国への援助を実施することを基本的立場としている。 
1)中国は、我が国と地理的に隣接し、政治的、歴史的、文化的に密接な関係にある。 
2)我が国と中国との安定した友好関係の維持・発展が、アジア太平洋地域ひいては世界の
平和と反映につながる。 

3)経済関係において、二国間政府ベースの経済協力、民間の投資・貿易、資源開発協力等
を含む幅広い分野にわたってその深さと広がりを増して発展してきている。 

4)中国は、経済の近代化を最優先課題として位置づけ、対外開放政策および経済改革を進
めている。 

5)広大な国土面積と多数の人口を有し、一人当たり GNP が 850 ドル(2001 年)と依然と低
く、援助需要が高い。 
 

(2)当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 
中国では毎年のように洪水による多大な被害が発生している。その原因のひとつは洪水

予警報システムの不備にあると考えられるため、中国水利部では 1993年以降「国家水害
防止指揮システム建設計画」を実施し、長江、黄河などを含む 7大河川重点洪水防護地域
をカバーする水害防止操作システムの建設を進めている。漢江は、長江の最重要支川であ
って、特に氾濫状況の深刻なその中下流域（上流域には氾濫域なし）は中国中部（華中）
地域の中心都市である武漢を擁し、治水対策上極めて重要な地域となっている。このた
め、当該流域では、これまでの 40数年間において治水整備を進めてきたが、豪雨時には
流域内の遊水地群を用いた人工的な洪水調節が不可避である。一方、遊水地群には想定氾
濫区域人口の 1/7に当たる約 100万人あまりが居住しており、住民の生命・財産の安全確
保のために迅速かつ正確な洪水予測に基づいた水防指揮および治水施設操作が求められ
ている。しかしながら、現状の人手を介した一般電話回線をメインとする通信システムで
は、データ収集から処理・伝達までに約 6時間以上を要する上、豪雨により通信が途絶え
るなど、十分な洪水予測が行われていない。 
このため、無償資金協力による同地域の洪水予警報システムを整備する必要がある。 
 

3. 協力対象事業目的（プロジェクト目標） 
本プロジェクトは、対象流域内の雨量・水位の自動観測および収集情報の処理システム

用機材を整備することにより、情報収集・処理能力を向上させ、洪水被害を軽減すること
を目的とする。 

 
4. 協力対象事業内容 
(1)対象地域 

漢江中下流域（河南省、湖北省） 
 

(2)アウトプット 
  ・対象流域内の雨量および水位観測点の自動テレメータシステムが整備される。 
  ・長江水利委員会システム中央局および関連施設の情報収集・処理機材が整備される。 
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(3)インプット 
日本側：本システム構築のための機材調達 
・情報収集システム：テレメータ式水文観測機材（雨量計 49台、水位計 22台他） 
・情報処理システム：データ受信機材、コンピュータ機材他（関連施設 12局分） 

中国側：日本側インプットの実施に必要な主な初期投資 
水文観測局の土木工事、機材導入時の付帯工事、ソフトウエア開発他 
 

(4)総事業費 
概算事業費 6.35億円（日本側 5.30億円、中国側 1.05億円） 
 

(5)スケジュール 
詳細設計期間を含め約 10カ月（予定） 
 

(6)実施体制 
   主管官庁：水利部 
   実施機関：水利部長江水利委員会 

 
5. プロジェクトの成果 
(1)プロジェクト裨益対象の範囲および規模 
対象範囲：漢江中下流域（河南省、湖北省） 
裨益対象人口：漢江中下流域の住民 

－直接受益者：約  740万人（想定氾濫区域内の人口） 
－間接受益者：約 1,600万人（漢江中下流域内の人口） 
 

(2)事業目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 
本プロジェクトの目的は、洪水予測必要時間の短縮と予測精度の向上による人的被害、

経済的損失の軽減である。目的達成の定量的な把握は困難なため、洪水予測時間の短縮を
以下のように評価指標とする。なお、洪水発生時には、予測精度や被害軽減額についても
評価する。 

本計画完成前（2003年） 本計画完成後（2004年）
洪水予測（情報収集
から処理・伝達まで）
に必要な時間

6時間以上 1時間以内

 
 

(3)その他成果指標 
本プロジェクト実施によるシステムの自動化により、水文局の人員を約 5%削減でき

る。また、本システムにかかる運営維持管理費を以下のように低減できる。 
本計画完成前（2003年） 本計画完成後（2004年）

本システムの維持管
理費

400万元 275万元

水文局の予算に対す
る割合

約5％ 約4％  
 

6. 外部要因リスク 
(1)本計画実施により整備される施設・資機材を有効活用するために必要な実施体制を確立し、
人員の確保および研修を行う必要がある。 
(2)適正な維持管理に必要な予算を確保する必要がある。 

 
7. 今後の評価計画 
(1)事後評価に用いる成果指標 
洪水予測時間 

(2)評価のタイミング 
2004年（事業実施後）以降 
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7.参考資料／入手資料リスト 

 
調査名 中国 漢江洪水予警報機材整備計画 

 

 
 
 
 
 
 
 

No 資料の名称 資料形態 発行機関 頁数（サイズ）

1 中国大洪水 中文印刷物 中国書店 434（A5）

2 湖北省交通地図冊 中文地図
山東省地図出版社（湖北
省地図院編制）

245（A5）

3 堤防　除険加固実用技術 中文印刷物 中国水利水電出版社 191（A5）

4 堤防　搶険実用技術 中文印刷物 中国水利水電出版社 110（A5）

5 南水北調 中文印刷物 中国水利水電出版社 159（A5）

6
丹江口水利枢組　南水北調中線水
源工程

中文印刷物
水利部丹江口水利枢組管
理局、漢江水利水電（集
団）有限責任公司

10（B5）

7
中国可持続発展水資源戦略研究報
告集・第1巻

中文印刷物 中国水利水電出版社 340（B5）

8
中国可持続発展水資源戦略研究報
告集・第2巻

中文印刷物 中国水利水電出版社 209（B5）

9 水利技術標准氾編　防洪抗旱巻 中文印刷物 中国水利水電出版社 632（B5）

10 中国南水北調 中文印刷物 中国農業出版社 204（A4）

11 人民長江　2001増刊 英文印刷物 水利部長江水利委員会 62（A4）

12 人民長江　1998増刊 中文印刷物 水利部長江水利委員会 81（A4）

13 河南省地図冊 中文地図 地質出版社 201（A5）

14 老河口市商貿交通旅遊図 中文地図 湖南地図出版社 1（B2）

15 河南省地図（1/89万） 中文地図 中国地図出版社 1（B1）

16 南陽市政区図（1/20万） 中文地図 南陽市政府地名弁公室 1（B1）

17 長江　旅遊図冊 中文印刷物・地図 広東省地図出版社 151（A5）

18 中日合作　ミン江洪水予警報系統 中文・日文印刷物 中国・福建省水利水電庁 21（A4）

19 全国数字城市咨詢套図　丹江口版 中文地図 武漢大学出版社 1（B3long）

20 過電圧保護原理与運行技術 中文印刷物 中国電力出版社 145（A5）

21 解広潤論文選集 中文印刷物 武漢水利電力大学出版社 488（A4）

22 中国公路里程及空車配貨指南 中文印刷物 山東省地図出版社 160（A4）

23 長江三峡 中文印刷物 湖北美術出版社 117(A4)

24 Three Gorges Project 英文印刷物
China Yangtze Three Gorges
Project Development
Corporation

37(A4)
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